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要旨

対人コミュニケーションは日常生活で重要であり，会話に参加する人全員が満足できることが望ましい．
しかし実際には，自分だけが話についていけず疎外感を感じてしまう場合や，会話相手との非言語的な
表出がうまく共有できていない場合などがあり，会話参加者の全員が会話に満足できるとは限らない．
本研究では，会話満足度に影響を与えるとされる様々な要因のうち，顔の向きと視線に着目した．3者
間会話で，自分だけが会話に入れない状態で，残りの2人がこちらを向いているように視覚情報を変調
させることで，疎外感を軽減させ，会話満足度を向上させることを試みた．VR環境で実施した実験で
は，実環境で収録した成人男性2人による会話を2人のアバタで再現し，被験者はそれをHMD越しに視
聴した．結果として，アバタの顔や視線を被験者に向けるよう視覚的に変調することで，被験者がより会
話に参加していると感じさせられた．
しかし，会話の楽しさなどの会話満足度の要因となる要素を向上させることはできなかった．


